
 情報レポート 平成 30年 8月分  

（平成 30年 9月 10日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 8 月 29 日に公表した月例経済報告で、［景気は、緩やかに回復している。

先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、

緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える

影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響等に留意する必要がある。］

としている。 

一方、県内中小企業では、前年同月比で DI値・景況で改善したが、前月比では悪化

した。原材料・原油価格の高騰、人手不足に加え、猛暑の影響を懸念する声も多く聴

かれるなど、県内中小企業の経営環境は依然として厳しい状況が続いている。 

 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 食料品 

リテールベーカリーでは猛暑の影響で 8月は売り上げが落ちています。 

 

② 木材・木製品 

 建設費が上がっても材料費は上げられない。業況が悪いとは思わないが、もう一つ

パッとしない。 

 

③ 印刷 

 1年で 1番の閑散期に仕事が切れずにあった事はありがたい。この調子で景気が好転

してくれればと思う。 

 

④ 鉄鋼・金属 

8月は、季節的要因もあり操業日数も少なく、需要度も先月と変わらない。東京オリ

ンピックに向けて需要の見込も期待できない。金物製造関係は、まだまだ厳しいもの

があります。 

 

⑤ 輸送機器 

8 月の販売状況は、前月比+6％、前年比+10％。モーターサイクルは新機種の販売が

好調を持続し、かつ国内生産の平準化（前倒し生産）で閑散期としては好調を持続し

ている。今後繁忙期に入るので増販基調が継続する見通し。ガスタービンは前年対比

が増加に転じる。今後の動きを見守りたい。ロボットも前年比・前月比共に増加に転

じる。設備投資を控える動きもあり今後の動向を見守りたい。 

 

⑥ その他 

 原料皮の品質は数年前から見てかなり程度が悪い状態は継続中。原料皮の品質で、

他に加工しにくい薄いものが多く加工に苦労している。夏季の性であろうか注文数が

減少傾向であり、今後が心配な工場が多い。 



＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

売上は会社により、バラツキが発生していますが全体的では横ばいに推移していま

す。従業員技術向上の為、技術研修会を開催し、販売活動に活用して行く予定です。

現在の市場動向では利益確保が厳しい状況です。 

 

⑧ 小売業 

先月に引き続き冷蔵庫が好調です。特に 600Ｌの大型がよく売れています。エアコン

は少し勢いが衰えました。テレビは 4Ｋ内臓の大型が動きだしました。ランドリー、ク

リーナー関係はまずまずと言った所でしょうか。反面ＬＥＤ照明の売れ行きがよくあ

りません。 

 

⑨ 商店街 

先月に続いて、今年は異常な猛暑続きで特に年配者のお客様が必要以外に外出を控

え、この暑さで飲食関係を除いては特に衣料品関係は売上不振だったようです。全体

的にも業況は最悪の模様でした。 

 

⑩ サービス業 

国土交通省は、自動車の進化に伴い自動運転車に搭載されているカメラ、レーザー

や電子部品を分解整備の定義に含める方向で検討に入った。 

 

⑪ 運輸業 

お盆休み前後は例年と比べても、さほど忙しくなかったが月末に向け急激に忙しく

なり、車両不足となった。ここ数カ月ドライバー不足の深刻な影響は薄れていたが、

ここに来て一気に混乱する事態となった。 

 

⑫ その他 

常に職員の確保が困難な状況が続いている。夜勤等を含め足らずの人員の確保に向

け施策を講じているが、実を結ぶ迄には至っていない。特に介護職員に関しては、現

状の職員が高齢で退職をし、その穴埋めが完全にできていない。 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：事業部 情報企画課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

